
 
 
 

 
  

 

   

 

処暑も過ぎて、連日の厳しい暑さもピークを過ぎたかのような涼しさが感じら

れるこの頃です。23 日、小雨まじりではありましたが桜台の夏祭りがありました。 

今年も沢山の人で賑わって、婦人会は金魚すくいで参加しました。子供達が、

ゆかたの袖が濡れるのもかまわずにネットですくっている様子に思わず笑ってし

まいましたが、すくった金魚を手に嬉しそうに微笑む顔にほっとしました。 

 お祭っていいですね。 

 

先日のことですが出先で、ひまわり畑を見つけました。余り

見かけない風景に思わず携帯で撮ってしまいました。ひまわり

は太陽の動きにつれてまわると聞いていましたので例のごとく調べてみました。

原産国は北アメリカで 16 世紀にイギリスに伝わり太陽の花と呼ばれ始めた。｢花

首の柔らかいつぼみのときだけ昼間太陽の方向を向いて夜に向きを戻し、成長

して花が咲いてからは東を向く｣そうです。ひまわりの花言葉は「あなただけを見

つめる」だそうで、 別名日輪草（にちりんそう）と呼ばれています。種子は食用

になり、種子から採った油は石鹸や塗料の原料にも。茎や葉は家畜の飼料とな

るようです。｢向日葵の ゆさりともせぬ 重たさよ｣北原白秋の句ですが、あまり

重くなるとまわれないですよね。 

これまでの暑さに体が弱っていて夏バテや食中毒にかかりやすい時期になりま

すが、くれぐれもご注意下さいね。 
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